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炎色反応の発展 
3517熊谷泰誠 3533前葵一朗 3602伊藤大地 3608加知良介 

 

私たちの班は、化学の授業で炎色反応を扱ったとき、炎色反応の炎色を色として混ぜ、他の色にする

ことができるのかと疑問に思ったことからこの研究を始めた。この研究の目的は、炎色反応の炎色を混

合させ、異なる炎色を作り出すことを通して、炎色反応の媒体である金属に着目し、金属の新たな特性

を見つけ出すことである。この目的を達成するため、金属塩のエタノール溶液を混合させることで 2種

類以上の金属を同時に炎色反応させる実験を行った。結果は、炎色は混ざることなく、単色として、分

かれて発現した。これからの実験では、新たな視点、細かな比率で実験を行っていくことで、色を混ぜ

ることはできるのか、そして金属別の炎の色の出やすさを詳しく探究していく。 

 

１.目的 

炎色反応の炎色を反応させ、新しい色を作り出

すことができるのかという「問い」を解明するこ

と。 

 

２.仮説 

光の色は重ねることでほかの色を表現できる

ので、炎の色も同じように異なる色を表現するこ

とはできるのではないか。 

 

３．器具、材料等 

 ・金属（塩化させ、粉状のもの） 

 ・ビーカー ・ガラス棒 

 ・エタノール ・薬さじ 

 ・チャッカマン（火をつけられるもの） 

 ・蒸発皿（アルミホイルで簡単に覆っておく） 

 ・綿 

 ・駒込ピペット 

 

      図 1 実験道具 

 

４.  実験内容 

４‐１．実験１ 

リチウム・カルシウムの混合炎色反応実験 

 

４‐１‐１．方法 

① 塩化リチウム・塩化カルシウムを、それぞれビ

ーカーに入れ、エタノールに溶かす。（飽和） 

 

② 2つの溶液の「※質量の比率」を変えて混合さ

せる。 

 

③ 混ぜた溶液を綿に浸し、アルミホイルで包ん

だ蒸発皿にのせる。 

 

④ 着火し、炎色の様子を観察する。 

 

４‐１‐２．実験１の結果 

 

 

 

 

 

 

 

     図 2 実験 1の様子 

比率を変えた時でもカルシウムの橙色が出て

こず、リチウムの紅色が出てきた。 

リチウム:カルシウム＝1:5,1:10,5:1,10:1 
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４‐２．実験２ 

リチウム・ホウ素の混合炎色反応実験 

 

４‐２‐１．方法 

① 塩化リチウム・酸化ホウ素を、エタノールに溶

かす（飽和）。 

 

② 2つの溶液を、質量比を変えて混合させる。 

 

③ 混ぜた溶液を綿に浸し、アルミホイルで包ん

だ蒸発皿にのせる。 

 

④ 着火し、炎色の様子を観察する。 

 

４‐２‐２．結果 

 

 

 

 

 

 

 

     図 3 実験 2の様子 

リチウムを多く入れた混合液の場合でも、ホウ

素の緑色が観察できた。 

 

４‐３．実験 3 

実験２での molをそろえた実験 

 

４‐３‐２．方法 

① 塩化リチウム・酸化ホウ素を、 

リチウム：2.1g ホウ素：3.5 g 量り取り、 

それぞれ 100 gのエタノールに溶かす。 

 

② ①の溶液を、質量比を変えて混合させる。 

 

③ ②の溶液を綿に浸し、アルミホイルで包んだ

蒸発皿にのせる。 

 

④ 着火し、炎色の様子を観察する。 

４‐３‐３．結果 

 

      図 4 実験 3の様子 

金属の物質量の比率が大きいほうの金属の炎

色が出やすくなった。 

 

４‐４. 実験４ 

リチウムとホウ素の回数を増やした混合炎色

反応実験 

 

４‐４‐１. 目的 

炎色反応によって燃料以外に消費されるもの

はあるのかということを明らかにすること。 

 

４‐４‐２. 方法 

① 塩化リチウム・酸化ホウ素をエタノールに溶

かす。 

 

② 蒸発皿に①の水溶液の少量を入れ、チャッカ

マンで水溶液を直接燃やす。 

 

③ ②を数十回繰り返す。 

 

４‐４‐３. 結果 

 

     図 5 10回目前半の様子 
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図 6 25回目の様子 

1～10 回目あたりではホウ素の緑色の強い炎が

見られたが、各実験で、後半になるにつれて緑色

が弱くなっていき、リチウムの赤色が強くなって

いった。最終的に赤色のみが見られるようになっ

た。 

 

実験結果のまとめ 

 ４‐１～３ 

リチウムとカルシウムを混ぜて実験を行うと、

カルシウムの反応は見られず、リチウムの反応の

みが見られた。 

ホウ素とリチウムを混ぜて実験を行うと、リチ

ウムの反応は見えづらく、ホウ素が主に反応した。

また、物質量の比率を変えた実験を行うと、物質

量が多い金属のほうの炎の色が見られた。 

 ４‐４ 

10 回目あたりまではホウ素のみが反応してい

たが回数を重ねると段々とリチウムが反応して

いき、最終的にリチウムのみが反応するようにな

った。 

 

５．考察 

４‐１〜４‐３より 

金属を混ぜて反応を起こしても炎の色は変わ

らず、どちらかの炎色のみが出てくる。または、

両方とも反応して色が出てくるという結果にな

った。このことから、ただ混ぜただけでは新しい

色はでてこないと考えられる。 

また、molをそろえた実験の際に金属を混ぜた溶

液の比率が大きいほうの金属の色が出やすかっ

たことから、mol をそろえた実験では正確な結果

が出やすいと考えられる。 

 ４‐４より 

1～10 回目あたりにおいて緑色の炎が観察でき

たのは４‐２〜４‐４と同様だが、実験回数を重

ねるにつれて各実験のなかで緑色が出づらくな

り、赤色が強く出てきたことから、水溶液に含ま

れるホウ素が先に反応して、その後リチウムのみ

が反応するようになったと考えられる。このこと

から、ホウ素はリチウムに比べて燃やした際に反

応しやすいのではないかと考えられる。 

これに発展して、ほかの金属においても炎色反

応実験を行うと先に反応しやすい金属、および前

半では反応しづらいが後半になるにつれて反応

し始めるようになる金属があり、反応のしやすさ

の順番のようなものがあるのではないかと予想

できる。 

 

６．展望 

考察から、mol をそろえた実験を行うと正確   

な結果が出ることが分かったので、mol をそろえ

ることを前提として新しい金属を使うほか、新た

な視点、細かな比率で実験を行っていくことで、

色を混ぜることはできるのか、そして金属別の炎

の色の出やすさを詳しく探究していく。 
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